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小名浜港 
外貿定期コンテナ航路が寄港再開！ 
■東日本大震災の影響で休止していた興亜海運株式会社（韓
国）の定期コンテナ航路が、高麗海運株式会社（韓国）との
共同配船により、週一便で交互に寄港することとなりました。
これにより、韓国・中国航路は昨年４月から再開している南
星海運株式会社（韓国）と合わせて週二便となります。 
 ６月１９日に興亜海運、６月２６日に高麗海運のコンテナ
船がそれぞれ小名浜港大剣ふ頭に入港し、記念のセレモニー
が行われました。 
 コンテナ荷降状況 

船長へ記念の花束贈呈 

航路名 船社名 備考

興亜海運

高麗海運

南星海運
・週 1 便（土/日）運行中。
・釜山港で積み替えて世界各国と輸出入が可能です。

韓国・中国航路

・週 1 便（水）で平成 25 年６月より交互に寄港。
・釜山港で積み替えて世界各国と輸出入が可能です。

内航フィーダー

・週 1 便（火）運行中。
・東京港、横浜港で積み替えて世界各国と輸出入が可
能 です。

エバーグリーン
マースク
井本商運

（参考）小名浜港の定期コンテナ航路の運航状況 
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  Topics 

■【県土木部全体】平成２３年度被災・災害復旧事業の進捗状況（平成２５年７月１０日現在） 
 
・東日本大震災  着手  74%   完了52% 
・新潟・福島豪雨 着手100%   完了66% 
・台風１５号   着手  97%   完了94% 
 
※率の算定は事業実施箇所数に対し、事業着手した箇所数の 
割合を着工率、事業完了した箇所数の割合を完了率、として 
算出しています。 
※帰還困難区域等の査定が未実施の箇所は含まれていません。 
今後の査定実施により対象が増加する場合があります。 

  Report 

いわき建設事務所news 県中建設事務所news 

県南建設事務所news 

■もう一言 [H25.6.10～H25.6.14] 
避難指示解除準備区域に再編された、南相
馬市と浪江町の被災箇所を対象に、公共土
木施設の災害査定が行われました。 
 

 

■一般県道 泉岩間植田線が再開通しま
した 
 

←浪江町 請戸中浜地区海岸での 
 査定の様子 

 震災により、泉岩間植田線（岩間～小浜間）において通
行止めとなっておりましたが、このたび法面や舗装工事が
完了し、平成２５年６月１９日に再開通しました。 
 なお、一部、車道幅員が減少している区間がありますの
で、通行の際はご注意願います。 

法面崩れ 復旧完了 

■一般県道 白河羽鳥線の交通規制を解
除しました 
 

用地室news 

■被災地の用地取得を円滑に進めるため
県弁護士会と協定を締結しました 
 
 土木部ではこのたび、
東日本大震災の被災地
の用地取得を円滑に進
めるため、県弁護士会
と６月１９日、県庁で
相続財産管理制度を活
用する協定を締結しま
した。 
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 この協定は、復旧・復興工事で新たに必要となる用地
の買収の際、土地所有者が死亡しており、相続人が不明
である場合に、手続きが複雑化し多大な時間が必要にな
ることから、法律の専門家である県弁護士会に協力を依
頼し、用地取得の円滑化を図るためのものです。 
 今回の締結により、復旧・復興事業のより一層の加速
化を目指します。 

 震災により、大規模な法面崩壊等が発生し、交通規制が
されていた白河羽鳥線において、復旧工事が完了し、平成
２５年７月１２日１４時に交通規制を解除しました。 
 当日には交通規制解除を記念してセレモニーを行うとと
もに、先着１０台のドライバーの方に天栄村観光協会から
記念品が贈呈されました。 
 

  川の案内人との水質調査 事務所職員による工事の説明 

■小学生を対象とした河川災害復旧工事
の現場見学会を開催しました 
 平成２３年９月に発生した台風１５号により被災を受け
た舟津川の災害復旧工事現場において、郡山市立湖南小学
校４年生（エコクラブ）２３人を対象に、６月２３日に現
場見学会及び水質調査を行いました。 
 まず、川の案内人※とともに川に入り、水質調査や川に
生息する虫や魚を観察した後、事務所職員による工事内容
の説明を受けました。小学生の皆さんは熱心に話を聞いた
り、勉強するなど川に対する理解を深めていました。 
※河川や水環境、自然環境の分野で幅広い知識と経験をもった方々で、
それらの知識を、河川活動や小中学校の総合学習の場においてボラン
ティア（無償）で教えてくれる先生のこと。 
  

記念品贈呈の様子 交通規制解除セレモニー 

舗装面の流出 復旧完了 
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